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表紙写真の説明

高エネルギー加速器研究機
構（KEK）で開発中の，超
伝導線形加速器用の横置きク
ライオスタット．KEK で
は，超伝導技術に基づく国際
リニアコライダー（ILC）の
設計開発のため，2005 年か
ら超伝導加速器試験施設

（STF）を展開している．構
想中の ILC の主線形加速器
では，実効長 1 m の 9 セル
超 伝 導 空 洞 を ， 総 数 約
14,600 台使う．これらの空
洞は，横長のクライオスタッ
ト真空容器に納められ，液体
ヘリウムで 2 K まで冷却し
て運転される．写真は，
KEK STF 地下トンネルでの
クライオスタット試作機の様
子．

クライオスタット中の 4
台の超伝導空洞にパルス RF
パワーを供給する立体回路が
接続されている．各空洞入力
部のサーキュレーターと入力
カップラーの間に可変リフレ
クターと可変位相器が組込ま
れ，空洞の負荷 Q 値を調整
できる．これは空洞と入力カ
ップラーとによる負荷 Q 値
がばらついた時に立体回路で
容易に調整でき，適切なパ
ワー分配と効率の良い加速を
行なうためである．

早野仁司
（高エネルギー加速器

研究機構)
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